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　４月から、若い学生に交じって、多摩センター駅から多摩都
市モノレールに乗って大学に通っている。駅のモノレール改札
口で４月初旬のある日、手書きされたメッセージボードを見つ
けた。気付いた学生や本学関係者もいただろう。
　「初めて親元を離れて暮らし始めた人もいるでしょう。不慣
れな環境や今後の生活に不安もたくさんあるでしょう。多摩モ
ノレールはそんな皆さんを心から応援し、役立てればと思いま
す。（中略）四季折々の素晴らしい景色を満喫しながら通学を
楽しんでください」
　「ご入学おめでとうございます」というタイトルで、末尾に
「駅員一同」とある。中央大学を含む沿線の大学の新入生への
メッセージだった。自分が新入生の親なら、いや親でなくて
も、ほのかに心温まる思いがした。「応援」の意味は安全で安
心、快適な運行と解釈した。
　１年生は入学して３カ月が過ぎた。これから学生生活で何か
につまずいたり、困ったり、苦しかったり、孤独を感じたりす
るときがあるかもしれない。自分一人でどうしようもないとき
は周りを見て、助けを求めてほしい。それこそ「応援」し、手
を差し伸べてくれる人が必ずいるはずだ。
　今号のクローズアップに掲載した「卒業式祝辞に込められた
思い」で、若い学生たちにエールを送った本学ＯＧ、松村みか
さんは「心残りが多かった」と自身の学生生活を振り返った。
　「若いうちに失敗したほうが人としての土台が広くなる。若
い頃の失敗はいくらでも修正がきく」「一度きりの人生。悔し
い思いをしてもいいし、感情の起伏がフラットなより、そうし
た（喜怒哀楽という）部分を持ってほしい」。松村さんはそう
話した。
　現役生には「中大生でよかった」と心から思える充実した学
生生活を送ってほしいと願っている。

◇
　2019年夏の今号から編集を担当します。よろしくお願い致
します。　　　　　　　　　　　　　　　（編集長　北村豊）
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